
審 議 会 概 要 

 

１ 日時 

 

平成２４年１１月２日（金） 午後１時２５分から 

 

２ 場所 

 

 市役所本館４階 大会議室 

 

３ 出席者 

 

（１）審議会 

  会    長  種 市 美佐男 

  副  会  長  月 館 秀 明 

  委    員  河 村 修 一 

  委    員  中 塩 弘 子 

  委    員  平 内 平 吾 

  委    員  小 向 弘 子 

  委    員  吉 田 あや子 

  委    員  船 橋 久 子 

 

（２）事務局 

  市    長  種 市 一 正 

  政策推進部長  米 田 光一郎 

  政策推進監  尾 形   豊 

  基地渉外課長  二ッ森 秀 樹 

  同課長補佐  三 浦   剛 

  同課長補佐  山 下 勝 憲 

  同渉外係長  坂 田 佳 子 

  同対策係長  河 村 健 康 

  同 主 事  鈴 木 夕貴恵 

 

４ 会議内容 

 

基地渉外課（河村）： 

 定刻前ではありますが、準備が整いましたのではじめさせて頂きます。これより、

三沢市基地対策審議会を開会いたします。まず、この度の審議会の改選に伴う辞令交



付を行います。各委員のお名前をお呼びいたしますので、その場でご起立いただき、

種市市長より、辞令を受け取っていただきますようお願い申し上げます。 

（辞令交付開始） 

種市美佐男様、月館秀明様、河村修一様、中塩弘子様、平内平吾様、小向弘子様、吉

田あや子様、船橋久子様。 

（辞令交付終了） 

なお、本日、ご欠席されておりますが、村上貢様にも、前任期に引き続き、審議会

委員をお引き受けいただいておりますので、ご報告申し上げます。次に、市長から、

ごあいさつを申し上げます 

種市市長： 

三沢市基地対策審議会の開催にあたり一言ごあいさつを申し上げます。皆様方には、

常日頃から市政各般にわたり、格別のご理解とご協力を賜り心から感謝申し上げます。

また、この度、審議会委員のご就任をお願い申し上げましたところ、公私ともにご多

忙中にもかかわらず、快くお引き受けいただき、衷心より厚く御礼申し上げる次第で

あります。さて、ここ最近の基地に関する動向についてでありますが、昨年に比べ、

軍人等による、飲酒が絡んだ不祥事は皆無に等しいものの、米軍機の事故が数件発生

するなど、誠に憂慮に堪えないところであります。このような中、私といたしまして

は、事件や事故に対し、毅然とした対応を取ってきたことはもちろんではありますが、

市民の皆様が、基地を負担に感ずることなく暮らせるよう、国や米軍などに対し、基

地に起因する障害の防止又は軽減等について強く求めてまいったところであります。

近年においては、住宅防音工事における樹脂性ペアガラスの採用や、四川目、五川目

の移転問題等々、一定の進捗、成果を得たところではありますが、まだまだ十分では

なく、多くの問題や課題が山積しております。いずれにせよ、今後におきましても、

市民の生活を第一義に捉え、基地問題に対し、適切かつ迅速に対処してまいりたいと

考えておりますので、どうか委員の皆様方におかれましては、審議会を通して、更な

るお力添えを賜りますようお願い申し上げる次第であります。本日は、辞令交付並び

に組織会ということで、特に諮問事項はございませんが、事務局より、三沢基地に関

する諸報告をさせていただきたいと存じますので、ご理解のほどよろしくお願い申し

上げます。結びに、皆様方の今後ますますのご活躍をご期待申し上げまして私からの

あいさつとさせていただきます。 

基地渉外課（河村）： 

 市長はこの後、別の公務がございますので、ここで退席させていただきます。 

（種市市長退室） 

基地渉外課（河村）： 

 ここで、改めて委員の皆様をご紹介申し上げます。前会長で３期目となります、種

市美佐男様です。次に、前副会長で同じく３期目となります月館秀明様です。次に、

同じく３期目となります河村修一様です。次に、同じく３期目となります中塩弘子様

です。次に、２期目となります平内平吾様です。次に、同じく２期目となります小向



弘子様です。次に、同じく２期目となります吉田あやこ様です。最後に、同じく２期

目となります船橋久子様です。以上でございます。 

基地渉外課（河村）： 

 次に、この後の日程についてご説明申し上げます。この後、正副会長を決定するた

めの組織会、事務局からの三沢基地に関する諸報告、そして、三沢基地内の管制塔視

察を予定しております。なお、基地見学については、午後２時３０分からを予定して

おります。したがいまして、午後２時２０分頃には、市役所を出発したいと考えてお

りますので、委員各位のご協力をよろしくお願い申し上げます。それでは、さっそく

組織会に入ります。まずは会長を選任していただきます。三沢市基地対策審議会条例

第４条第１項により、会長は委員の中から互選することになっております。会長の互

選にあたりましては、米田政策財政部長を仮議長とし、議事を進めたいと思います。

それでは米田部長、議長席にお願いいたします。 

（米田政策財政部長は議長席に移動） 

米田政策財政部長： 

それでは、しばらくの間、仮議長を務めさせていただきますので、皆様のご協力を

お願い申し上げます。ここで、会長の選任について、委員の皆様からご意見をちょう

だいしたいと思います。 

船橋委員： 

 前会長でもある種市美佐男委員がよいと思います。 

米田政策財政部長： 

ただいま、船橋委員から、会長に種市委員という意見が出されましたが、皆さんい

かがでしょうか。（「異議なし」の声） 

米田政策財政部長： 

ご異議がありませんので、会長は、種市委員にお願い申し上げます。会長が選任さ

れましたので、仮議長の務めを終わらせていただきます。ご協力ありがとうございま

した。 

（米田政策財政部長は自席に戻る） 

基地渉外課（河村）： 

ここで、種市会長には議長席へお移りいただきたいと存じます。 

（種市委員は会長席へ移動） 

基地渉外課（河村）： 

続きまして、種市会長から、就任のごあいさつをお願い申し上げます。 

種市会長： 

ただいま、会長に選任されました、種市と申します。微力ではございますが、皆様

のご協力をいただきながら、審議会を運営してまいりたいと考えておりますので、よ

ろしくお願い申し上げます。さて、既にご承知のとおり、当審議会は、市長からの諮

問に応じ、当市における基地問題を審議するという重要な役割を担っております。２

年間の任期を通して、皆様とともに、我が三沢市の基地政策の一端を担ってまいりた



いと考えておりまのすで、委員各位のお力添えを賜りますよう重ねてお願い申し上げ

ます。 

基地渉外課（河村）： 

ありがとうございました。引き続き組織会を続けさせていただきます。なお、三沢

市基地対策審議会条例第４条第２項により、会長が議長となりますので、この後の議

事進行は、種市会長にお願い申し上げます。会長よろしくお願いいたします。 

種市会長： 

それでは、皆様のご協力のもと会議を進めてまいりたいと思います。次に副会長の

選任を行います。副会長につきましても、委員の中から互選することとなっておりま

すが、皆様から、ご意見を伺いたいと思います。 

船橋委員： 

 種市会長に一任がよろしいかと思います。 

種市会長： 

ただいま、私に一任という意見が出ましたが、委員の皆さんよろしいでしょうか。

（「異議なし」の声） 

種市会長： 

 ご異議がないようですので、私といたしましては、月館委員に副会長をお願いした

いと思いますが、委員の皆さんよろしいでしょうか。（「異議なし」の声） 

種市会長： 

 それでは、副会長は月館委員にお願い申し上げます。以上で組織会を終わります。 

種市会長： 

 次に、三沢基地に関する諸報告について、事務局からご説明いただきたいと思いま

す。 

二ッ森基地渉外課長： 

 それでは私から、平成２４年４月１日から現在までの三沢基地に関わる諸報告につ

いてご説明申し上げます。お手元に「三沢基地に関する諸報告」という資料をお配り

しておりますので、これに沿ってご説明いたします。資料の１頁をご覧頂きたいと存

じます。はじめに、三沢基地における主な訓練の実施状況等についてであります。ま

ず米軍によるデモフライトについてであります。この訓練につきましては、年度を通

して実施されており、今年度は１０月末までに２０回実施され、市民の皆様からは計

１９件の苦情が寄せられているところであります。次に自衛隊によるナイトフライト

についてであります。この訓練につきましても、年度を通して実施されており、今年

度は１０月末までに５７回実施され、市民の皆様からは計２６件の苦情が寄せられて

いるところであります。次に米軍によるナイトフライトについてであります。この訓

練につきましても年度を通して実施されているところでありますが、米軍からの通告

がないことと、自衛隊のナイトフライトやスクランブルとの識別がつかないことから、

実施回数や苦情件数等については確定することができませんのでご了承いただきた

いと思います。次に米軍による作戦即応態勢演習についてであります。この訓練につ



きましては、４月２６日から５月１日までの６日間実施され、市民の皆様からは、計

２件の苦情が寄せられたところであります。次に米軍による夜間離着陸訓練について

であります。この訓練につきましては、５月１５日から５月１８日までの４日間、硫

黄島で行われる訓練の予備基地として、三沢基地が指定されたところでありますが、

予定どおり硫黄島で行われ、三沢基地では実施されなかったことから、当市には直接

的な被害はなかったところであります。次に米軍による三沢対地射爆撃場時間繰下げ

訓練についてであります。この訓練につきましては、４月３０日から５月３日までの

４日間、７月２３日から７月２６日まで、７月３０日から８月２日までの８日間、計

２回、延べ１２日間実施予定の通告を受けたところでありますが、現地にて監視行動

を行った結果、そのうちの４日間で訓練の実施が確認されたところであります。次に

自衛隊による北部航空方面隊総合演習についてであります。この訓練につきましては、

１０月２２日から１０月２５日までの４日間実施されたところでありますが、市民の

皆様からの苦情につきましては特にございませんでした。次に米軍による使用済訓練

弾の爆破処理、同じく米軍による爆破訓練、そして自衛隊による航空機救難消火訓練

であります。これらにつきましては不定期的に実施されており、今年度におきまして

は１０月末までに計１２回実施されましたが、市民の皆様からの苦情につきましては

特にございませんでした。以上が平成２４年４月１日から現在までの、三沢基地にお

ける主な訓練の実施状況等についてであります。２頁以降に市が取った対応について

記載させていただきましたが、米軍が行うデモフライトと夜間離着陸訓練については、

絶対反対の立場で、その都度、米軍並びに防衛省に対し、中止要請をしているところ

であります。また、そのほかの各種訓練等につきましては、安全飛行の徹底はもちろ

んのこと、市民生活へ最大限配慮するよう強く要請しているところであります。次に

資料の３頁をご覧頂きたいと思います。米軍人等による不祥事についてご説明申し上

げます。米軍人等による不祥事については、４月から今日現在まで、２件発生してお

ります。１件目は、５月２８日、午後４時５分頃、三沢市大字三沢字南山の自宅居間

において死亡している三沢基地所属米兵２５歳を同僚が発見、同人の傍らからけん銃

一丁が発見されました。解剖結果によると、死因は心臓、肺、大動脈損傷を伴う胸部

射創による失血ならびに血気胸でありました。続いて２件目は、７月１２日、午前０

時２５分頃、三沢市内のコンビニ店内において、三沢基地所所属米兵２１歳が公然わ

いせつ行為を行い、同日午前０時５５分、同店駐車場において現行犯逮捕されました。

これらの事件への市の対応についてでありますが、７月１２日の事件に対しては、三

沢防衛事務所より情報を入手後、基地安全対策連絡調整会議議長名で、米軍三沢基地

司令官及び東北防衛局長に対し、教育の再徹底を求める要請行動を行っております。

５月２８日の件につきましては、事件性があるとは判断されておりませんので、特に

要請行動等は行っておりません。次に資料の４頁をご覧頂きたいと思います。航空機

による事故等についてご説明申し上げます。航空機による事故等については、４月か

ら今日現在まで、４件発生しております。１件目は、７月２２日、午前１１時３０分

頃、Ｆ－１６戦闘機が北海道根室市から北東約８７０キロの千島列島沖の太平洋上に



墜落したというものです。続いて２件目は、８月２０日、午後７時１４分頃、米軍三

沢基地に一時展開中のＥＡ－１８Ｇ電子戦機３機が訓練のため離陸する際、うち１機

のパイロットが機体の異音に気づき、マニュアルに従い緊急停止措置を行いました。

フルパワー状態からの緊急停止のため、ブレーキが高温状態となり、安全装置が働き

自動的にタイヤの空気が抜け、滑走路上に停止したというものです。これにより、当

該機移動のためのタイヤ交換に時間を要したことから、しばらくの間、滑走路が閉鎖

されました。なお、離陸していた僚機２機は、滑走路閉鎖解除後、他の飛行場に目的

地変更することなく２１時２４分、三沢飛行場に着陸しました。続いて３件目は、８

月２８日、午前１０時１２分頃、米軍三沢基地所属のＦ－１６戦闘機が滑走路上でパ

ンクし動けなくなったため、滑走路が一時閉鎖されました。これにより、Ｆ－１６戦

闘機２機、及びＥＡ－１８Ｇ電子戦機２機は海上自衛隊八戸航空基地に目的地変更着

陸し、午前９時５５分羽田行きの民航機は約１時間３０分遅れで離陸することになり

ました。続いて４件目は、１０月１２日、午前１１時１５分頃、米軍三沢基地所属Ｆ

－１６戦闘機２機が函館空港に緊急着陸しました。これは、Ｆ－１６戦闘機１機が飛

行中に、フライトコントロールシステムに異常を伝えるランプが点灯したため、マニ

ュアルに従い最寄りの飛行場に、安全支援を行うＦ－１６戦闘機１機と共に緊急着陸

したというものです。函館空港への緊急着陸に伴い、三沢基地からリカバリーチーム

１０名が現地へ派遣されました。これらの事故への市の対応についてでありますが、

７月２２日の墜落事故に対しては、翌２３日に市長及び議長名で米軍三沢基地司令官

に対して抗議文を提出し、翌々日の２４日には、同じく市長及び議長名で外務大臣及

び防衛大臣に対して、事故原因の究明及び整備点検等の徹底を要請する文書を提出し

たところであります。８月２０日の滑走路閉鎖事案につきましては、ＥＡ－１８Ｇの

タイヤパンクが原因であったことから、基地安全対策連絡調整会議議長名で、米軍三

沢基地司令官、米海軍三沢航空基地隊司令及び東北防衛局長に対して、また、８月２

８日の滑走路閉鎖事案につきましては、Ｆ－１６のタイヤパンクが原因であったこと

から、同じく基地安全対策連絡調整会議議長名で、米軍三沢基地司令官及び東北防衛

局長に対して、それぞれ整備点検の徹底について文書要請したところであります。な

お、１０月１２日のＦ－１６による緊急着陸につきましては、あくまでもマニュアル

に従った予防措置であるということから、要請行動は行っておりません。以上が平成

２４年４月１日から現在までの三沢基地に関する諸報告でありますが、５頁以降には

参考資料として、ただ今の報告に関連する新聞記事のスクラップを添付させていただ

きましたので参考としていただければ幸いです。私からは以上でございます。 

種市会長： 

ただ今の説明に対しまして、委員の皆様から何か質問等ございませんか。 

河村委員： 

 諸報告のことなんですけれど、前回も確かお願いしたと思うんですけれども、審議

するにあたって、まあ審議がなければいいんですけれど、ある場合に、これだけだと

資料が足りないんですよ・・・。１１月から３月の分がまったく落ちてますよね・・・。



資料の出し方について、前回、お願いしたと思うんですが。 

二ッ森基地渉外課長： 

 確かに承っておりましたが、それにつきましては、前回に報告した以降、事故につ

いてなかったものと私のほうでは認識しております。もしあった場合には、後でお知

らせしたいと思います。私のほうとしては、今回、年度のきれのいいところで報告さ

せていただきましたので、今後、気をつけたいと思います。よろしくお願いします。 

河村委員： 

 了承しました。 

種市会長： 

 ほかにありませんか。（「なしの声」） 

種市会長： 

ないようですので、事務局からの報告については、これで終わりといたします。以

上をもちまして、ここ大会議室での審議会を閉会します。この後引き続き、基地視察

を予定しておりますので、よろしくお願い申し上げます。 

 

 

終了時間 午後１時４７分 


